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Abstract
Yakushima Island belongs to the Osumi Islands, 

Northern Ryukyus, Japan. A list of members of the bee 
genus Lasioglossum from this island presented in this 
paper is based on 1,002 specimens collected by Iku-
dome (1982–1983) and Yumoto (1985–1986) in addi-
tion to data from the literature after Ikudome (1999). A 
total of 29 species is recorded, five species of which, L. 
hoffmanni, L. metis, L. pallilomum, L. politum pekin-
gense and L. sulcatulum longifacies, are new to this is-
land. In the point of view of distributional categories, 
two species, L. smilodon and L. yakushimense, appear 
to be endemic, and the wide-ranging species (Palearc-
tic and Oriental regions) is only one, L. villosulum. 
The remainder are Palearctic species; none from the 
Oriental region is represented.

はじめに
コハナバチ属のハナバチは種数が多く，その

ほとんどは体長 10 mm前後の小型で，形態的に

も相互によく類似しているため，日本産の他のハ

ナバチ群に比して分類学的研究が後れていた．そ

のような状況下，ある地域のハナバチ相に関する

生態学的調査報告等では，特にコハナバチ類は未

分類種として扱われるか割愛されることがしばし

ばあった．しかし，近年，日本産本属の分類学的

研究は急速に進展し，現在，74種に整理されて

いる（村尾，2020）．

一方，屋久島のハナバチ類は，幾留（1999）に

よってそれまでの記録が整理されたが，上述の理

由から特にコハナバチ属の情報は一部にとどまっ

ていた．もとより屋久島はその地理的位置や地形

から生物多様性に富んでいることもあって，昆虫

に関する調査が幾度となく実施されてきている．

なかでもハナバチ類については．主に二つの生態

学的調査，すなわち 1982年 4月から 1983年 3月

の 1年間に実施された人里地域（低地 0–200 m）

におけるフェノロジー調査（幾留，2005）および

1985年・1986年の 2年間にわたって実施された

垂直分布に沿った各種樹林帯（200, 1000, 1200, 

1600 m）における送粉昆虫の調査（Yumoto, 1986, 

1988：ハナバチ類の同定は幾留が担当）が挙げら

れる．しかし，これら二つの調査結果においても

上述の理由からコハナバチ属の扱いは充分ではな

かった．

そこで，本報では，Yumoto (1986, 1988)および

幾留（2005）において，明らかにできなかったコ

ハナバチ属の種名をその採集データ（年月日，個

体数，場所，訪花植物名）とともにここに記録し

ておくことを目的のひとつとし，幾留（1999）以

降の文献上の記録，すなわち分類学関連（Murao 

et al., 2006, 2009; Murao and Tadauchi, 2007; Murao, 

2015）や屋久島高地帯における昆虫調査（高桑・

藤田，2010）などの現在知り得る情報を加えて屋

久島の本属の目録を作成した．

その結果，屋久島の本属ハナバチは，24種の

既知情報に今回初記録となる 5種を加えて合計

29種が明らかとなった．また，末尾に屋久島に

おけるコハナバチ属相の動物地理学上の特徴およ

び今後の課題を述べた．なお，今回記録したコハ
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ナバチ類の同定は，村尾が担当した．また，本報

で扱った標本は，九州大学農学研究院昆虫学教室

の標本室に保管されている．

屋久島産コハナバチ属の目録
以下の学名，和名および配列は，村尾（2020）

に準拠した．文献記録については，幾留（1999）

以降のみを列挙し，それ以前のものは割愛した．

標本データについては，採集者は幾留秀一＝ SI

および湯本貴和＝ TY の略号を用い，1982–

1983SIは幾留（2005），1985TYおよび 1986TYは

Yumoto (1985, 1986)において，それぞれ未同定で

あった標本を示す．初記録の種には＊を付した．

Ctenonomia 亜属

1. Lasioglossum yakushimense Murao, Yamauchi 

et Tadauchi, 2009ヤクシマコハナバチ

文献記録　Murao et al. (2009)．

標本データ　1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 

m, 154♀♀2♂♂) = 11♀♀ 9 IV (シマイズセンリョ

ウ ), 2♀♀ 2-3 V (フウトウカズラ ), 64♀♀ 11 V 

(ショウベンノキ ), 4♀♀ 13 V (フウトウカズラ ), 

25♀♀ 17 V (アブラギリ ), 1♀ 25 V (キダチニンド

ウ ), 1♀ 26 V (ヒメユズリハ ), 38♀♀ 27 V (ヤクシ

マアジサイ ), 4♀♀ 31 V (アカメガシワ ), 4♀♀ 1 

VI (ヤブニッケイ ), 2♂♂ 17 VI (バリバリノキ )

屋久島固有種で，マレーゼトラップで採集さ

れた標本を基に新種記載された（Murao et al., 

2009）．原記載によると，雌は 7–8月，雄は 6–8

月に出現するとされていたが，本報により，本種

の雌は春季から出現することが判明した．

Lasioglossum 亜属

2. Lasioglossum exiliceps (Vachal, 1903)ミヤマツヤ

コハナバチ

文献記録　幾留（1999）．

標本データ　1986TY:  屋久杉ランド (1000 

m, 1♀) = 13 X (キッコウハグマ ); 淀川小屋 (1200 

m, 8♀♀) = 1♀ 8 V (シキミ ), 1♀ 12 V (ヒカゲツツ

ジ ), 2♀♀ 4 VI (ユズリハ ), 2♀♀ 7 VI (ヤクシマ

シャクナゲ ), 1♀ 7 VI (ヤマグルマ ), 1♀ 2 VII (ツ

ルアジサイ ); 黒味岳 (1600 m, 7♀♀1♂) = 2♀♀ 11 V 

(ヤクシマミツバツツジ ), 2♀♀ 23 V (ヤクシマ

シャクナゲ , ハイノキ ), 2♀♀1♂ 8 VIII (ヤクシマ

ホツツジ ), 1♀ 23 IX (ヤクシマアザミ )．

3. Lasioglossum leviventre (Pérez, 1905)ハラナガツ

ヤコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI（幾留，2005：再

掲 = laeviventre）: 尾之間 (40–100 m, 2♀♀) = 23 

IV(シャリンバイ ). 1986TY: 黒味岳 (1600 m, 4♀♀) 

= 1♀ 10 VI (ヒメミヤマスミレ ), 1♀ 8 VII (タンナ

サワフタギ ), 1♀ 24 VII (コバノクロヅル ), 1♀ 8 

VIII (ヤクシマホツツジ )． 

4. Lasioglossum proximatum (Smith, 1879) ズマルツ

ヤコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

Leuchalictus 亜属

5. Lasioglossum mutilum (Vachal, 1903)サビイロカ

タコハナバチ

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI: 宮之浦 (0–60 m, 1♀) 

= 28 VI (モクタチバナ ). 1985TY: 小瀬田，愛宕山 

(200 m, 1♀1♂) = 1♀ 6 IV (コジキイチゴ )，1♂ 19 

IV (フユイチゴ )． 

6. Lasioglossum nipponicola Sakagami et Tadauchi, 

1995ニッポンカタコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

図 1．初記録種の 1種：ニセキオビコハナバチ（♀），体長
約 9 mm．
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標本データ　1986TY: 屋久杉ランド (1000 m, 

2♂♂) = 12 X (ホソバハグマ , ヤクシマダイモンジ

ソウ ); 淀川小屋 (1200 m, 2♀♀) = 2 VII (ツルアジ

サイ )．

7. Lasioglossum occidens (Smith, 1873)シロスジカ

タコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI: 矢筈岬 (20 m, 1♀1♂) 

= 28 IX (ホソバワダン ); 宮之浦 (0–10 m, 4♀♀1♂) 

= 1♀ 24 VIII (ノブドウ ), 3♀♀1♂ 24 VIII (ボタン

ボウフウ ); 宮之浦 (0–60 m, 33♀♀2♂♂) = 11♀♀ 28 

V (アカメガシワ ), 1♀ 28 V (ヤブニンジン ), 

2♀♀ 30 VI (モクタチバナ ), 1♀ 30 VI (ニンジン ), 

18♀♀ 26 VII (タラノキ ), 1♂ 26 IX (シソ ), 1♂ 26 

IX (オトコエシ ); 尾之間 (40-200 m, 52♀♀6♂♂) = 

12♀♀ 27 V (ノイバラ ), 21♀♀ 27 V (アカメガシ

ワ ), 2♀♀ 27 V (サワアジサイ ), 1♀ 27 V (ノイバ

ラ ), 3♀♀ 29 VI (アカメガシワ ), 2♀♀29 VI (オオ

ムラサキシキブ ), 1♀ 29 VI (コフジウツギ ), 1♀ 

29 VI (アジサイ ), 1♀1♂ 27 VII (ウコギ ), 1♀ 27 

VII (コフジウツギ ), 2♀♀ 27 VII (タデ ), 5♀♀ 27 

VII ( ク マ ノ ギ ク ), 5♂♂ 27 IX ( ク ヘ ヤ ). 

1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 m, 87♀♀17♂♂) = 

1♀ 30 III (タブノキ ), 1♀ 6 IV (コジキイチゴ ), 

1♀ 9 IV (シマイズセンリョウ ), 1♀ 10 IV (コジキ

イチゴ ), 1♀ 26 IV (クロバイ ), 1♀ 6 V (ホソバタ

ブ ), 1♀ 13 IV (フウトウカズラ ), 20♀♀ 17 V (ア

ブラギリ ), 5♀♀ 25 V (キダチニンドウ ), 4♀♀ 26 

V (ヒメユズリハ ), 6♀♀ 27 V (ヤクシマアジサイ ), 

4♀♀ 31 V (アカメガシワ ), 5♀♀ 1 VI (ヤブニッケ

イ ), 10♀♀ 14 VI (シラタマカズラ ), 9♀♀ 28 VI (モ

クタチバナ ), 1♀ 16 VII (ミミズバイ ), 4♂♂ 17 VII 

(バリバリノキ ), 2♀♀ 1 VIII (オオムラサキシキ

ブ ), 7♀♀9♂♂ 17 VIII (フユイチゴ ), 3♀♀1♂ 17 

VIII (クサギ ), 2♀♀2♂♂ 24 VIII (クサギ ), 1♀ 18 

IX (キンミズヒキ ), 1♂ 7 X (オトコエシ ), 1♀ 6 

XI (ツワブキ )． 

8. Lasioglossum scitulum (Smith, 1873)フタモンカ

タコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI (幾留，2005：再掲 ): 

尾之間 (40–100 m, 2♀♀) = 23 IV (カラシナ ); 尾之
間 (40–200 m, 7♀♀1♂) = 5♀♀ 27 V ( ノイバラ ), 

1♀ 23 X (サツマイモ ), 1♂ 27 IX (クヘヤ ), 1♀ 27 

II (ゲンゲ )．

Dialictus 亜属 

9. Lasioglossum miyabei Murao, Ebmer et Tadauchi, 

2006ミヤベアオコハナバチ 

文献記録　Murao et al. (2006)．

10. Lasioglossum virideglaucum Ebmet et Sakagami, 

1994ホソナガアオコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

標 本 デ ー タ　1986TY:  淀 川 小 屋 (1200 

m, 139♀♀) = 1♀ 4 VI (ナナカマド ), 3♀♀ 7 VI (ヤ

クシマシャクナゲ ), 3♀♀ 7 VI (ヤマグルマ ), 

91♀♀ 2 VII (ツルアジサイ ), 41♀♀ 22 VII (ヤマシ

グレ ); 黒味岳 (1600 m, 59♀♀55♂♂) = 1♀ 23 VII 

(コケスミレ ), 21♀♀ 24 VII (コバノクロヅル ), 

3♀♀ 27 VII ( ヤクシマショウマ ), 20♀♀19♂♂  

8 VIII (ヤクシマホツツジ )，1♀ 19 VIII (ヤクシ

マリンドウ ), 12♀♀ 31 VIII (リョウブ ), 34♂♂ 31 

VIII (リョウブ ), 1♂ 4 IX (イッスンキンカ ), 

1♀1♂ 23 IX (ハナヤマツルリンドウ )． 

11. Lasioglossum yamanei Murao, Ebmer et Tadauchi, 

2006ヤマネアオコハナバチ 

文献記録　高桑・藤田（2010）．

Hemihalictus 亜属 

12. Lasioglossum hirashimae hirashimae Ebmer et 

Sakagami, 1985ウマズラチビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

標本データ　1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 

m, 6♀♀8♂♂) = 2♀♀ 17 VIII (フユイチゴ ), 4♂♂ 8 

IX ( ガ ン ク ビ ソ ウ ), 1♂ 24 IX ( ヒ メ ジ ソ ), 

4♀♀2♂♂ 30 IX (ヒメジソ ), 1♂ 30 IX (オトコエ

シ ). 1986TY: 屋久杉ランド (1000 m, 1♂) = 12 X (ホ

ソバハグマ )．  

13. Lasioglossum japonicum (Dalla Torre, 1896)ニッ

ポンチビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

標本データ　1982–1983SI: 矢筈岬 (20 m, 1♂) = 
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28 IX (ホソバワダン ); 宮之浦 (0–60 m, 8♀♀) = 

1♀ 26 V (ヤブジラミ ), 1♀ 26 V (アカメガシワ ), 

2♀♀ 28 V (ヤブニンジン ), 1♀ 28 VI (センダング

サ ), 1♀ 30 VI (モクタチバナ ), 1♀ 26 IX (アメリ

カセンダングサ ), 1♀ 26 IX (ホソバワダン ); 尾之

間 (40–100 m, 4♀♀) = 1♀ 23 IV ( カ ラ シ ナ ), 

3♀♀ 23 IV (シャリンバイ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕

山 (200 m, 12♀♀15♂♂) = 1♀ 9 IV (シマイズセン

リョウ ), 1♂ 26 IV (クロバイ ), 1♀1♂ 1 V (コナス

ビ ), 1♂ 17 V (アブラギリ ), 1♀1♂ 26 V (ヒメユズ

リハ ), 1♀ 27 V (ヤクシマアジサイ ), 1♀ 16 VI (ミ

ミズバイ ), 3♀♀1♂ 28 VI (モクタチバナ ), 1♀ 17 

VIII (フユイチゴ ), 2♀♀2♂♂ 8 IX (ガンクビソウ ), 

1♂ 24 IX ( ヒ メ ジ ソ ), 1♀ 30 IX ( ヒ メ ジ ソ ), 

2♂♂ 30 IX (オトコエシ ), 1♂ 30 IX (ヒメジソ ), 

4♂♂ 7 X (オトコエシ )． 

14. Lasioglossum kuroshio Takahashi et Sakagami, 

1993クロシオチビコハナバチ 

文献記録　Murao（2015）．

標本データ　1982–1983SI: 宮之浦 (0–10 m, 1♀) 

= 24 IV (シャリンバイ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 

(200 m, 66♀♀) = 20♀♀ 9 IV (シマイズセンリョ

ウ ), 4♀♀ 13 IV (スダジイ ), 26♀♀ 26 IV (クロバ

イ ), 11♀♀ 28 IV (エゴノキ ), 1♀ 6 V (ホソバタブ ), 

3♀♀ 11-12 V (ショウベンノキ ), 1♀ 28 VI (モクタ

チバナ ). 1986TY: 黒味岳 (1600 m, 1♂) = 31 VIII 

(リョウブ )． 

15. Lasioglossum metis Ebmer, 2002ツヤチビコハ

ナバチ＊

標本データ　1982–1983SI: 尾之間 (40–100 m, 1♀) 

= 23 IV (シャリンバイ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 

(200 m, 6♀♀) = 27 V(ヤクシマアジサイ ). 1986 

TY: 淀川小屋 (1200 m, 7♀♀) = 1♀ 24 V (ハイノキ ), 

6♀♀ 2 VII (ツルアジサイ )．

16. Lasioglossum ohei Hirashima et Sakagami, 1966

オオエチビコハナバチ 

文献記録　幾留（2005）．

17. Lasioglossum pallilomum (Strand, 1913)オバケ

チビコハナバチ＊

標本データ　1982–1983SI: 小瀬田 (20-30 m, 1♂) 

= 22 X (オトコエシ ); 尾之間 (40–100 m, 8♀♀) = 

1♀ 23 IV (キャベツ ), 2♀♀ 27 V (ノイバラ , アカ

メガシワ ), 2♀♀ 29 VI (テリハノイバラ ), 1♀ 27 

VII (タデ ), 2♀♀ 23 X (アキノキリンソウ , サツ

マイモ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 m, 2♀♀) = 

1♀ 1 V(イワニガナ ), 1♀ 30 IX(ヒメジソ )． 

18. Lasioglossum smilodon Ebmer et Sakagami, 1994

トゲホオチビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI: 宮之浦 (0–60 m, 2♀♀) 

= 1♀ 26 V (アカメガシワ ), 1♀ 28 V (アカメガシ

ワ )． 

19. Lasioglossum sphecodicolor Sakagami et Tada-

uchi, 1995ハラアカチビコハナバチ 

文献記録　Murao (2015)．

標本データ　1982–1983SI: 宮之浦 (0–60 m, 1♀) 

= 26 IX (カワラケツメイ ); 尾之間 (40–200 m, 1♀) 

= 27 IX (クヘヤ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 

m, 24♀♀) = 7♀♀ 9 IV (シマイズセンリョウ ), 

6♀♀ 13 IV (スダジイ ), 2♀♀ 6 V (ホソバタブ ), 

4♀♀ 11 V (ショウベンノキ ), 1♀ 13 V (フウトウ

カズラ ), 1♀ 26 V (ヒメユズリハ ), 2♀♀ 17 VIII (フ

ユイチゴ ), 1♀ 16 IX (カラスザンショウ )． 

20. Lasioglossum sulcatulum longifacies Sakagami et 

Tadauchi, 1995オオズナガチビコハナバチ＊

標本データ　1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 

m, 1♀1♂) = 1♀ 25 V (キダチニンドウ ), 1♂ 14 VI 

( シラタマカズラ ). 1986TY:  黒味岳 (1600 m, 

1♀1♂) = 1♀ 21 VIII (ヤクシマフウロ ), 1♂ 4 IX 

(イッスンキンカ )． 

21. Lasioglossum transpositum (Cockerell, 1925) ハ

ネダチビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

22. Lasioglossum villosulum (Kirby, 1802)ケナガチ

ビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI: 矢筈岬 (20 m, 1♀) = 

28 IX (アキノノゲシ ); 尾之間 (40–100 m, 9♀♀) = 

23 IV (ハルノノゲシ )．

Sphecodogastra 亜属 

23. Lasioglossum affine (Smith, 1853)ズマルコハナ
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バチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標 本 デ ー タ　1982–1983SI:  尾 之 間 (40–100 

m, 4♀♀) = 2♀♀ 23 IV ( カラシナ , タマネギ ), 

2♀♀ 23 IV (ハルノノゲシ )． 

24. Lasioglossum apristum (Vachal, 1903)ニジイロ

コハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1986TY:  屋久杉ランド (1000 

m, 1♂) = 12 X (ホソバハグマ ); 黒味岳 (1600 m, 

16♀♀) = 6♀♀ 24 VII (コバノクロヅル ), 10♀♀ 8 

VIII (ヤクシマホツツジ )． 

25. Lasioglossum baleicum (Cockerell, 1937)シオカ

ワコハナバチ 

文献記録　幾留（1999）．

標本データ　1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 (200 

m, 1♀) = 26 IV (クロバイ ). 1986TY: 淀川小屋 (1200 

m, 5♀♀) = 1♀ 24 V (サクラツツジ ), 4♀♀ 22 VII 

(ヤマシグレ ); 黒味岳 (1600 m, 28♀♀3♂♂) = 1♀ 9 

V (ヒメヒサカキ ), 2♀♀ 11 V (ツゲ , ヤクシマミ

ツバツツジ ), 1♀ 23 VII (ヤクシマコオトギリ ), 

9♀♀ 24 VII (コバノクロズル ), 9♀♀ 8 VIII (ヤク

シマホツツジ ), 1♀ 21 VIII (ヤクシマフウロ ), 

3♂ 31 VIII (リョウブ )． 

26. Lasioglossum hoffmanni (Strand, 1915)ニセキオ

ビコハナバチ＊（図 1）

標 本 デ ー タ　1982–1983SI:  宮 之 浦 (0–60 

m, 35♀♀) = 20♀♀ 26 V (アカメガシワ ), 15♀♀ 28 

V (アカメガシワ )． 

27. Lasioglossum sibiriacum (Blüthgen, 1923) キ オ

ビコハナバチ 

文献記録　幾留（1999, 2005）．

標本データ　1982–1983SI (幾留，2005：一部

再掲 ): 宮之浦 (0–10 m, 1♀) = 24 IV (シャリンバ

イ ); 宮之浦 (0–60 m, 2♀♀) = 26-28 V (アカメガシ

ワ ); 尾之間 (40–200 m, 5♀♀2♂♂) = 4♀♀ 27 II (ゲ

ンゲ ), 1♀ 27 II ( リュウキュウバライチゴ ), 

2♂♂ 29 VI (ウラジロエノキ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛

宕山 (200 m, 3♀♀) = 1♀ 30 III (タブノキ ), 1♀ 9 IV 

(シマイズセンリョウ ), 1♀ 26 IV (クロバイ )． 

28. Lasioglossum vulsum (Vachal, 1903)ヒゲナガコ

ハナバチ 

文献記録　幾留（2005）．

標 本 デ ー タ　1982–1983SI:  宮 之 浦 (0–60 

m, 2♀♀) = 28 V (アカメガシワ ); 尾之間 (40–200 

m, 5♀♀14♂♂) = 5♀♀ 27 V(アカメガシワ ), 14♂♂  

29 VI(ウラジロエノキ ). 1985TY: 小瀬田 , 愛宕山 

(200 m, 1♀) = 31 V (アカメガシワ )．

亜属未決定 

29. Lasioglossum politum pekingense  (Blüthgen, 

1925)ツヤハラアカチビコハナバチ＊

標 本 デ ー タ　1982–1983SI: 宮 之 浦 (0–60 

m, 13♀♀1♂) = 6♀♀ 30 VI (モクタチバナ ), 3♀♀ 26 

VII (タラノキ ), 4♀♀1♂ 26 IX (カワラケツメ

イ ); 尾之間 (40–100 m, 17♀♀) = 2♀♀ 29 VI (ウラ

ジロエノキ ), 14♀♀ 27 VII (ウコギ ), 1♀ 27 VII (ク

マノギク )．

本種の雌は，腹部の色彩が地理的に変異する

ことが示唆されており，西日本の個体群では，黒

色となる傾向にある（Murao and Tadauchi, 2011）．

本報で検した標本は，黒色型であった．

動物地理学上の特徴および今後の課題
屋久島のコハナバチ属相は，現在までのとこ

ろ，本報における初記録 5種を合わせて計 29種

から成ることが明らかとなった．これら各種の分

布を動物地理学的に類別すると，まず固有型（屋

久島あるいは大隅諸島～トカラ列島のみに分布）

としてヤクシマコハナバチとトゲホオチビコハナ

バチの 2種が挙げられる．次に広域分布型（旧北

区～東洋区に広く分布）としてケナガチビコハナ

バチの 1種が挙げられる．残る 26種は九州本土

との共通種であり，旧北区型（一部東洋区にも分

布するが，分布の中心は旧北区）とみなすことが

できる．すなわち，屋久島のコハナバチ属相は，

若干の固有種が存在するが，大部分は屋久島ある

いはその周辺の島々を南限とする北方系種で占め

られ，屋久島を北限とする南方系種は皆無と解釈

される．

一方，九州本土のコハナバチ属は 43種が知ら

れ（村尾，2020），上述のとおり，このうち 27種
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が屋久島にも分布する．残り 16種の多くは，九

州本土では主に冷涼な高地に生息する種である

（例えば，アルマンカタコハナバチ Lasioglossum 

harmandi，クラカケチビコハナバチ L. allodalum，

ズナガチビコハナバチ L. zunaga等）．屋久島は，

九州最高峰の宮之浦岳（標高 1,935 m）をはじめ，

1,800 m級の山々を擁する山岳島として知られて

いる．今後，さらに山岳地帯におけるハナバチ相

の調査が進めば，九州本土の高地に生息する種が

追加される可能性は高い．また，近年，南西諸島

から多くのコハナバチ属の新種が発見されてお

り，いくつかの種は，通常，単独性ハナバチ類の

生息環境として適さない湿潤な樹林内あるいはそ

の周辺の薄暗い林縁部のみから採集されている

（Murao, 2012, 2017；村尾，2014）．屋久島におい

ても，他の南西諸島の島々以上に，主に照葉樹林

から成る樹林帯が発達することから，これまであ

まり注視されなかった樹林内の湿潤な薄暗い環境

やアクセスの困難な樹幹部を丹念に調査すれば，

未知の本属ハナバチ類が発見されるかもしれな

い．今後の課題としたい．
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